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2≧n のとき、 )()( 1
1 xgxaxaxf n
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n  
 とする。 0na であり、 )(xg は 2n 次以下の多項式である。 
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2n 次以下の項を、改めて )(1 xg とおくと )()2(2)1()( 1
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次に、 )(xg の不定積分を、 )(xG とする。 )(xG は 1n 次以下の多項式である。 
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ここで、 )()1( xGxG  の 1n 次の項は相殺されるので、 )(2)1(2 xGxG  は 2n 次以下の多項式である。 
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)()( 21 xgxg  は 2n 次以下の多項式であり、 0na であるから、右辺は 2n 次の多項式である。 

以上により、  
1

0
)(2)1()( dttxfxfxf は、 2n 次である。(証明終) 


